






















計の定義に見い出される。この報告書 C1)， p.1 C訳)2頁〉において，会計は「情
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構築方法は，一般に「意思決定有用性接近法 (decision-usefulnessapproarch) J 
と呼ばれる。この接近法は，意思決定にとって有用な情報を特定する方法の差
異により，①「意思決定モデ、ル接近法 (decisionmodel approarch)Jと②「意






















務諸表の目的に関するスタディ・グループによる報告書JC( 4コ， p. 13 C訳)7-8 
頁〉によれば，財務諸表の基本的目的は， I経済的意思決定の役に立つ情報を提供す
ることである。」と規定されている。




































































































































































































(7) スター リングは，ここでは， r借入能力」と「持分資本調達能力」について考察し
ていないが，後述するようにそれらは，現在販売価格と将来現金フローとにより明ら
かにされると考えられているように思われる。























































ている資産と証券の様々な価格に関するものである O そこで， スターリング


























ル， Nファンドのそれは 120ドルになると予測されると仮定する O この場合，
利益極大主義者を前提とすれば， Lファンドが選択されるであろう。次に， L 
ファンドはロードファンドであり， ロードの金額は90ド、ルで、あり， Nファンは
非ロードファンドであると仮定する。つまり，一株当りの流出価値は， Lファ
。1) スターリングは，ロードファンドおよび非ロードファ γ ドについて説明をしていな












ンド10ド、ル， Nファンド 100ド、ルで、あると仮定する。 Lファンドの価値のほと
んどは将来時点において存在し， Nファンドの価値のほとんどは，現在時点に
おいて存在しているので，他の事情が等しければ， Lファンドは，より大きな
リスクを伴なう投資であるO この場合， Lファンドのほうが， ロードの金額を























VI む す び
















































定義するために，論文 C(9)， p. 199) においては，その概念を目的適合性に
置き代えていど。他方，主著 C(6)， p. 40)においては，有用性概念の前提











































(1:1 American Accounting Association， Committee to Prepare a Statement of Basic 
Accounting Theory， A Statement of Basic Accounting Theory (AAA， 1966) 飯
野利夫(訳)I基礎的会計理論」国元書房，昭和44年。
(2) ー ーゥ Committeeon Concepts and Standards for External Financial Reports， 
Statement on Accounting Theory and Theory Acceptance (AAA， 1977)染谷恭次
郎(訳)I会計理論及び理論承認」国元書房，昭和55年。
C 3) American Institute of Certified Public Accountants， Statement of the Accounting 
Principles Board No. 4， Basic Concepts and Accounting Principles Underlying 
Financial Statement (AICPA， 1970) )[1口I1慎一(訳)I企業会計原則」同文舘，昭和
48年。
(4J 一一， Report of the Study Group on the Objective of Financial Statements， 
Objective of Financial Statements Vol. 1 (AICPA， 1973) ;[1口順一(訳)I財務諸表
の目的」同文舘，昭和51年。
( 5 J Scott Bauman， W.，“The Investment Management Organization，" in Sumner 
N. Levine， ed.， Financial Analyst's Handbook 1 (Dow Jones-Irwin， Inc.， 1975) pp. 
1165-1206. 
(6コSterling，Robert R.， Theory of the Measurement of Enterprise Income (The 
University Press of Kansas， 1970) 
(7J “On Theory Construction and Verification，" The Accounting Review 
(July， 1970) pp. 444-457. 
(8J 一一-"Conflicts in Income Measurement"， The University of Kansas School of 
Business Working Paper Series (April， 1971) 
(9) 一一“DecisionOriented Financial Accounting，" Accounting and Business Rese-
arch (Summer， 1972) pp. 198ー 208.
(10) 一一，“RelevantFinancial Reporting in an Age of Price Changes，" The Journal 
of Accountancy (February， 1975) pp. 42-51. 
(1) 榊原英夫稿「客観性概念と歴史的原価主義」富大経済論集第23巻第1号，昭和52年
7月， 89-103頁。
-97-
